
■ 平成 18 年度 第 5 回教育研究会議議事録 

 

１．日 時 平成 18 年 7 月 11 日(火) 13 時 30 分～ 

 

２．場 所 学術交流会館特別会議室 

 

３．出席者 

 南(理事長,議長) 

中西、泉、菅野 

切畑、寺岡、田中、黒田、青山、林、佐藤、石井 

谷川、川崎、津戸、竹下、高見沢、今木、山口、福永 

＜オブザーバー＞ 

 北條 

 

 

 [報告事項] 

１．集団暴行事件に関し本学の学生が逮捕されたことについて 

 先月 19 日未明に岡山県内で発生した集団暴行事件に関し本学の学生が逮捕されたことに

ついて、改めて経過等の説明・報告がなされた。 

 

 

２．外部研究資金獲得にかかる優秀教員への学長表彰について 

外部研究資金の獲得については、中期計画で平成 22 年度において法人化前に比して 30％

の増加を目指し取り組んできたところであるが、獲得額向上にかかる教員一人ひとりの意識

の高まり等により、平成 17 年度の獲得実績は、対前年比 30.8％増となり、初年度で目的が

達成されたことから、獲得額上位者に対し、「平成 17 年度の外部研究資金獲得にかかる優秀

教員」として学長表彰する旨の説明・報告がなされた。 

 

 

３．Ｈ１７年度外部研究資金の獲得実績の評価について 

外部研究資金の獲得実績額が法人化前に比して、30.8％増となった実績について資料に基

づき説明・評価がなされた。なお、分析結果としては、1000 万円以上の高獲得額者として寄

与した教員が 54 名（対前年比 20 名増）であったこと、また、法人化により教員数が減少し

ているにもかかわらず、外部資金の獲得教員数は、400 名（対前年比 41 名増）であったこと

などの要因が説明された。 



４．Ｈ１８年度インセンティブ保持方策における部局への支援費の交付について 

外部研究資金の獲得実績額の向上確保の必要から、昨年度に引き続き、外部研究資金獲得

教員のインセンティブを保持する方策「部局への支援費」を定め、人数割・実績割の合計か

らなる、「支援費交付基準」を定め、支援費を執行する旨の説明・報告がなされた。 

 

 

５．Ｈ１８年度大学院奨励特別研究費の採択課題について 

先端科学技術に関する分野、本府の抱える政策課題や地域の抱える課題に対応する分野及

びその他学術的・社会的要請の極めて強い分野の各研究に対して、各部局長から推薦を受け

て提出された 78 件の申請から、「Ｈ１８年度大学院奨励特別研究費の採択課題」として、12

件を採択した旨の説明・報告がなされた。 

 

 

６．平成 18 年度第 2 回入学試験運営委員会の開催(6/13)について 

平成 18 年 6 月 13 日開催の第 2 回入学試験運営委員会において、「平成 19 年度入学試験関

係日程」「第 1 回入試あり方部会」「第 1 回入試広報部会」等についての報告事項と、「平成

19 年度特別選抜募集要項」「平成 19 年度人間社会学部編入学試験募集要項」「平成 19 年度経

済学研究科募集要項」「平成 19 年度人間社会学研究科募集要項」「平成 19 年度第 2 段階選抜

判定成績評価基準」「個別の入学資格審査の申請」「平成 20 年度入学者選抜の実施教科・科目

等」の協議事項ほかについて、資料に基づき、説明・報告がなされた。 

 

 

７．平成 18 年度第 1 回就職委員会の開催(6/26)について 

平成 18 年 6 月 26 日開催の第 1 回就職委員会において、「平成 17 年度卒業（修了）生の就

職状況」「平成 17 年度就職ガイダンス等の実施状況」「平成 17 年度インターンシップの実施

状況」「平成 17 年度学生アルバイトの紹介状況」「平成 18 年度英会話教室の概要」について

の報告事項と、「OB/内定者とのミニ懇談会」「就職支援ホームページの充実」「採用意欲ある

求人企業による合同企業説明会」の協議事項について、資料に基づき、説明・報告がなされ

た。 

 

 

８．平成 18 年度第 1 回国際交流会議の開催(6/27)について 

平成 18 年 6 月 27 日開催の第 1回国際交流会議会において、「上海交通大学との学術交流協

定の締結更新」「上海市農業科学院との学術交流協定の締結更新」「OPU 英語版パンフレット

の作成」「国際交流推進事業にかかる経費執行状況」等についての報告事項と、「日仏共同博



士課程コンソーシアムにかかるフランスからの派遣学生の受け入れ」「福建農林大学との学術

交流協定の締結」の協議事項ほかについて、資料に基づき、説明・報告がなされた。 

 

 

 

以 上 


